Search for the development of social common sense in university students by 杉田, 克生 et al.
159 
【研究ノート】 
大学生の社会常識発達調査 
Search for the development of social common sense in university students 
 
杉田 克生、畠山 里沙 
Sugita Katsuo, Hatakeyama Risa 
 
??? ?????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
?????????????????????????????????????????
??? ?????????????? ??????????????????????????? ????
????????????????????????????????????????
????????????????? ?????? ?????????????????
????????????????????????????????????????
?????????????????????????????????
 
１．調査の目的?
 アスペルガー症候群をはじめとして広汎性発達障害は、社会性やコミュニケーション障
害などの行動特徴から通常青年期までに診断がつけられる。ただし未診断のままで大学生
となることもあり、高等教育上問題となりうる。平成 ??年 ??月 ?日には発達障害者支援
法が成立したが、特に広汎性発達障害、注意多動性障害、学習障害など従来の福祉ではカ
バーされなかった障害を対象としており、受け入れ側の大学も対応を十分考慮すべき時代
になっている。また、大学を卒業し職業人として社会生活を過ごしていくには想像できな
かった場面にも遭遇する可能性があるが、社会性に問題を有する者はその際に問題が表面
化することも報告されている１）｡そこで、日常を通じたいくつかの場面を提示しその場で
どのように対応するのかを調査し、現在の大学生の社会常識の発達を評価するとともに、
今後の大学での対応法を検討する。?
?
２．対象?
 某総合大学の教育系 ?課程 ?，?年生、看護系 ?年生ならびに医学系 ?年生を対象に、調
査票を配布し各自記載後回収し、解析した。?
?
３．方法?
社会常識発達の調査は、Margaret Dewey が作成した社会常識テスト２）を主体とし、枝らの報告
３）も参考にして調査票を作成した。各学部間の比較を行うために、便宜的に点数化処理用に改
変し解析した。このテストはアスペルガー症候群など自閉症圏の診断に役立つとされてい
るテストで、被験者の考え方が社会性に問題を有するかどうかをみていくことができるも
のである。さらに、養育環境と社会常識獲得との関連も合わせて調査した。?
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問題例 
Ｃ君は２５歳で、中心街のオフィスで事務をしています。昼休みには、小さな公園に昼食を持って
いき、陽の当たるベンチに座って食べます。彼はよくサンドイッチをちぎり地面にまいて、それを鳩
に与えました。 
 
このような問題に対し、下線部の行動を自分がどのように思うか、次の 4 段階で評価し
てもらった。 
Ａ：正常な行動    Ｂ：いくらか奇妙な行動  
Ｃ：かなり奇妙な行動 Ｄ：びっくりするほど奇妙な行動 
 
採点方法は、望ましい回答を 1 得点とし、その回答から一つずつずれるごとに 1 得点ず
つ加点していくことにした。得点が高いほど社会常識度あるいは社会性に欠ける傾向が強
いと考えられる。 
 
４．結果?
実施日・回答数は表１の通りである。医学系学生定員 ???名、看護系学生定員 ??名、教
育系 ?課程学生定員 ??名である。回答率の結果は、教育系 ?課程 ?年生 ???％、医学系 ?
年生も ??％を超えていた。逆に看護系学生は ??％弱と定率であった。数量化して社会常識
発達度と学系間を比較した。（表２）（図１－５）各学系による平均値は、医学系が一番高
く、続いて教育系 A 課程 3 年、教育系 A 課程 1 年、看護系と続いた。各学系による有意な
差は医学系と看護系の間で有意な差が見られた。?
 さらに、各学生の性別、家庭環境（兄弟構成、祖父母などの同居経験）、子どもの頃
一人で過ごした経験や一人暮らしの経験の有無、今までの居住地などと社会常識発達との
関連も検討した。性別と結果の関係では、男女により、結果に違いがあるか調べてみると、
Ｐ＝0.5099 となり、男女によって有意な差は見られなかった。（図６）兄弟の構成と結果
の関係では、兄弟の有無により、結果に違いがあるか調べてみると、Ｐ＝0.015 となり、
兄弟の有無により、有意な差が見られた。兄弟がいない人のほうが自閉的な傾向がある。 
兄弟の構成により、結果に違いがあるか調べてみると、Ｐ＝0.80 となり、男女によって
有意な差は見られなかった。（図７）祖父母との同居経験と結果の関係では、祖父母との同
居経験により、結果に違いがあるか調べてみると、Ｐ＝0.597 となり祖父母との同居経験
によって有意な差は見られなかった。（図８）子供の頃一人で過ごした経験の有無と結果の
関係では、子どもの頃一人で過ごす時間が長かったかどうかにより、結果に違いがあるか
調べてみると、Ｐ＝0.387 となり、子どもの頃一人で過ごす時間が長かったかどうかによ
って有意な差は見られなかった。（図９） 
 一人暮らしの経験の有無と結果の関係では、一人暮らしの経験の有無により、結果に
違いがあるか調べてみると、Ｐ＝0. 602 となり、一人暮らしの経験の有無によって有意な
差は見られなかった。（図１０）図１１の 5 歳以前の居住地と結果の関係では、5 歳以前に
主に育った場所の違いにより、結果に差があるか調べてみると、Ｐ＝0.830 となり、5 歳以
前に主に育った場所の違いによって有意な差は見られなかった。図 12 は同様に 6 歳以降の
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居住地と結果の関係を調べた結果であるが、6 歳以降に主に育った場所の違いはＰ＝0.964
となり、6 歳以降に主に育った場所の違いによって有意な差は見られなかった。 
 
５．考察 
学系による平均値は、医学系が一番高く、続いて教育系 A 課程 3 年、教育系 A 課程 1
年、看護系と続いた。学部による有意な差は医学系と看護系の間で有意な差が見られた。
ただし回収率の観点からは、医学系が対象学年の 90％以上が提出したが、看護系は 50％に
満たないので安易に比較することはできない。このような調査に協力する学生は社会性が
あるとも考えられ、看護系学生の場合は社会性の少ない学生は提出しなかった可能性が大
きいと思われる。 
この社会性の発達の調査で使用したＤｅｗｅｙの社会常識テストをアスペルガー症候群
の女子に行った報告例３）は、我々が点数化した得点にすると 20 点である。単純にこの 20
点を超えたものを社会性の欠如やアスペルガー症候群の特性を有すると断定はできない。
ただしその傾向を有する目安として考えると、医学系には 11 名、看護系には 2 名、教育系
A 課程 1 年には 4 名、教育系 A 課程３年には 2 名があてはまる。最近の新しいデーターで
は高機能広汎性発達障害は 1.1％であり１）、大学生として在学していることを当然視すべき
と思われる。 
児童精神科医である青木は、さまざまな神経症様症状や抑うつ症状などの背景に、アス
ペルガー症候群などの特徴を有する子どもが増えていることを指摘している。さらに、思
春期の子どもには、ある時期から非常に具体的で明確なことばや行動、具体的な助言や生
活指導、さらに具体的なプランの必要なこどもの増加を指摘している。発達障害者支援法
の対象となっている広汎性発達障害、注意多動性障害、学習障害などを受け入れる大学の
教育体制の確立は急務である。千葉大学も平成 ??年度からの「教育・学生生活支援等に関
する検討・推進事項」の原則の初めに、「学生・院生の知的充実に対する願望に応え得る教
育体制の整備と質の向上」を標榜しているが、今後実効性のある取り組みを行わねばなら
ない。 
養育環境などの調査結果からは、兄弟がいない「一人っ子」のほうが、兄弟がいるもの
よりも有意に得点が高かった。このテストでは「一人っ子」のほうが、社会性が欠けてい
るという結果が出た。その他の養育環境結果と得点については有意な差は見られなかった。
アスペルガー症候群に関しては、現在のところは先天的にある素質を持って生まれてきた
と考えるスタンスが取られている。ただし、養育面からは幼少期は可塑性が高く、兄弟が
多い環境下では明らかにはならないと考えられる。周りからある種の行動規範をきちんと
教えられて、忠実に守っていることが多いと思われる。ただし大学生など年齢が増すにつ
れ対人関係や社会性がより多く要求される場面がふえた場合、対人関係での不適応が表面
化すると考えられている。このような社会性に混乱が起きやすくなっている学生に対して、
どのような行動規範を与えていくかの明確な指針は示しえないのが実情であり、今後の検
討が必要である。 
 
（すぎた・かつお 本研究科教授、はたけやま・りさ 教育学部 3 年） 
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 図 6 性別と結果の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7．兄弟の構成と結果の関係 
 
 
 
 
図 8．祖父母との同居経験と結果の関係 
 
 
 
 
 
 
図９．子供の頃一人で過ごした経験の有無と結果の関係 
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図１０．一人暮らしの経験の有無と結果の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１１．5 歳以前の居住地と結果の関係 
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図 12．6 歳以降の居住地と結果の関係 
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表１．実施日・回答数?
医学系  実施日????年１月??日     回答枚数 ??枚 有効回答   ??枚?
看護系  実施日????年１月??日     回答枚数 ??枚 有効回答   ??枚?
教育系  実施日????年２月２日（１年生）回答枚数 ??枚 有効回答   ??枚?
     実施日????年２月４日（３年生）回答枚数 ??枚 有効回答   ??枚  ?
                            総有効回答数 ???枚?
?
 
 
 
 
表２． 学部間比較 
  平均点 標準編差 
医学系 17.225 2.355
看護学系 16.147 2.074
教育系 1 年 16.684 2.295
教育系３年 16.87 1.895
全体 16.87 2.276
 
 
